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要旨： 
逆流性食道炎(GERD)は発生率と有病率が増加している最も一般的な疾患の 1 つである。飲

酒量は GERD の危険因子と考えられている。しかしながら、この関係は、完全には解明さ

れていない。異なった相容れない研究結果がさまざまにある。アルコールの GERD への影

響をはっきりさせるには、今までの体系的な調査では不適当であり、もっとうまくデザイ

ンされた前向き研究が必要である。 
 

 
 




